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プログラミング実習の取り組み方と評価の基準 

 

プログラミングとは？ ～学習の目的～ 

 

「プログラミング」とは、プログラミング言語を使用して、コ

ンピュータに順番に指示を出すことによって、意図した動作をさ

せることです。 

 

コンピュータが動作をするための設計をし、その設計がうまく

いくかを確認し、うまく動作しなかった場合は誤りを修正して、

動作を成功させるまでの一連の作業のことです。 

 

私たちの身近で「プログラミング」が活用されているものでは、 

 ウェブサイト（Yahoo!、Google など） 

 スマートフォンアプリ（LINE、Google マップなど） 

 企業システム（ATM、在庫管理システム、営業支援シ

ステム、顧客情報管理システム、配送管理システムなど） 

 ゲーム 

 人工知能、車の自動運転 

などがあどがあります。 

 

これらにより多くの社会の課題が解決されてきました。それと

同時に新たな課題も生まれてきています。 

それらの課題を解決するための１つの手段がプログラミングです。 

 

プログラミングを学ぶ目的は、「生活や社会における問題を解決

し、望ましい情報社会の構築し、ビジネスと社会の発展に貢献す

ること」です。 

 

 

 

java の特徴 

 

プログラミング言語には様々なものがあります。 

今回は、VM（バーチャルマシン）さえ稼働していれば、パソコ

ンやスマートフォンやカーナビなどのさまざまな環境（プラット

フォーム）で動かすことができる java 言語を使ってプログラミン

グを学んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実習予定 

 

 

4 月～9月 ・実習課題 1～15 

・全商情報処理検定 2級（プログラミング） 

10月～11月 ・実習課題 16～27 

11 月～1月 ・全商情報処理検定 1級（プログラミング） 

2 月～3月 ・実習課題の残り 

・GUI プログラミング 

 

 

２ 実習の手順 

 

プログラミングの実習はすべて次の手順で行います。 

手順を飛ばして完成させても、検印は押しません。 

理由は、前の段階の設計ができていないのに、次の段階がで

きるわけがないからです。 

 

問題分析    処理条件を確認して整理 

 ↓ 

流れ図     処理の手順を図で整理する 

 ↓ 

コーディング  流れ図からプログラムを書く 

 ↓ 

プログラム入力 エディタで入力する 

 ↓ 

テストラン   正しく動くかテストする 

    ↓ 

    ↓ エラーがあったら 

    ↓ 

   デバッグ    エラーを見つけて修正する 

    ↓ 

    ↓ エラーが直ったら 

    ↓ 

   完  成    データや設計用紙を整理して 

    ↓         点検と検印 

   次の課題へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実習の評価 

 

  （１）評価全体の３０％を実習で評価します。 

 

     例：考査が 80 点、実習が 40 点の場合 

       考査（70%）80 点→56 点 

       実習（30%）40 点→12 点  

                計 68 点の評価 

 

 （２）実習の評価は次の基準で行います 

   ・授業でやった実習課題まで完成しているか 

   ・完成とは左の「手順」をすべて飛ばさずに行っており 

    以下のものがすべてそろっていることが条件です。 

 

設
計
用
紙 

①出力設計 実行結果の表示を設計する 

②変数の設計 
処理に使う変数名とデータ型

を設計する 

③流れ図 処理手順を図に整理する 

④コーディング 
上の①～③をもとに、java 言

語でプログラムを記述する 

デ
ー
タ 

完成したプログ

ラム 

設計したプログラムを実際に

入力し、正しい実行結果が得

られるようにする 

 

 

４ 実習上の注意 

 

（１）全員の完成を待たずに次の課題へ進みます。 

   新しい課題を一斉に説明するときには、自分がそこまで 

   進んでいなくても、必要なことを書き込み、しっかり説明 

   を聞いてください。 

（２）紙ファイルは、課題ごとに綴じて整理してください。 

   またサーバ上のデータも正しい名前を付けて整理してくだ 

   さい。 

（３）サーバに保存されているデータは、評価のもとになる大切 

なものです。 

ほかの人のフォルダやデータに触れることは一切禁止しま 

す。 

（４）エラーを直したらプログラムのデータを直すだけでなく、 

   流れ図やコーディングなども直しておいてください。 

   （実際のデータと紙に書いたものが一致していること） 
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実習課題１ これまでのまとめ 

「番号」「点数」をキーボードから入力し、合計点・平均点・最高点・最低点・成績優秀者の人

数を求めて実行結果のように表示する。 

検印 

 

１ 入力データ 

番号 

ban 

点数 

ten 

 

２ 実行結果：例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）80点以上は成績優秀者としてカウントする 

（２）最高点・最低点で同点がいた場合は、最初に入力されたデータを最高・最低とする 

（３）番号に９９が入力されたら処理を終わる 

 

４ 変数 

ban ten gokei nin heikin yusyu max maxban min minban 
番号 点数 合計 人数 平均 優秀者 最高 最高の番号 最低 最低の番号 

int int int int double int int int int int 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 流れ図 

 

 
  

番号を入力：１ 

点数を入力：１００ 

番号を入力：２ 

点数を入力：７０ 

番号を入力：３ 

点数を入力：４０ 

番号を入力：４ 

点数を入力：８０ 

番号を入力：５ 

点数を入力：７９ 

番号を入力：９９ 

------------------ 

（合計）３６９点 

（平均）７３．０点 

（最高）１番１００点 

（最低）３番４０点 

（成績優秀者）２人 
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実習課題２ 売上一覧表（ファイルの入出力） 

支店ごとの 2 カ月分の売上データを読み、1 月と 2 月の合計を求め、実行結果のように表示す

る。 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（ka2.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と 2 月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

 

 

 

 

 

 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 

 

 

 

 

 

６ 流れ図とコーディング 

 
import java.io.*; 

import java.util.Scanner; 

public class UriageSyukei{ 

public static void main(String[] args) throws  

IOException{ 

System.out.println("   売上一覧表    作成者×××"); 

System.out.println 

("  No  店舗名             1月       2月      合計"); 

BufferedReader fileIn= 

new BufferedReader(new FileReader("uriage.csv")); 

String line; 

while((line=fileIn.readLine())!=null){ 

String[] str=line.split(","); 

int ban=Integer.parseInt(str[0]); 

String mei=str[1]; 

int tuki1=Integer.parseInt(str[2]); 

int tuki2=Integer.parseInt(str[3]); 

int kei=tuki1 + tuki2; 

System.out.printf 

("  %2s  %-5s   %,9d   %,7d   %,7d  

¥n",ban,mei,tuki1,tuki2,kei); 

} 

fileIn.close(); 

} 

} 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ファイル名：ka2.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

 
   売上一覧表                    作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計 

   1  曙支店           100        90       190  

   2  神楽支店           80       100       180     

   3  神楽岡支店         100       140       240     

   4  春光支店           60        60       120     

   5  永山支店           75        70       145     

   6  末広支店           80        90       170     

   7  東光支店           90        90       180     

   8  忠和支店          100       100       200    
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実習課題３ 売上一覧表（条件分岐） 

支店ごとの 2 カ月分の売上データを読み、1 月と 2 月の合計を求め、実行結果のように表示す

る。（実習課題５に追加） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（ka2.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と 2 月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は 1 月より 2月が多ければ「増加」、1 月より 2 月が少なければ「減少」 

   1 月と 2 月が同額の場合は「同じ」と表示する 

 

 

 

 

 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 

 

 

 

 

６ 流れ図とコーディング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   追加部分のコーディング 

if (tuki1 < tuki2){ 

  hantei="増加"; 

}else if (tuki1 > tuki2){ 

  hantei="減少"; 

}else{ 

  hantei="同じ"; 

} 

 
 

          ファイル名：ka2.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

 
   売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

   2  神楽支店           80       100       180      増加 

   3  神楽岡支店         100       140       240      増加 

   4  春光支店           60        60       120      増加 

   5  永山支店           75        70       145      減少 

   6  末広支店           80        90       170      増加 

   7  東光支店           90        90       180      同じ 

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

 

前の課題に追加

する処理 
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実習課題４ 売上一覧表（ダウントータルと平均） 

支店ごとの 2 カ月分の売上データを読み、1 月と 2 月の合計を求め、実行結果のように表示す

る。データが終わったら月ごとの合計と平均を表示する。（実習課題３に追加） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（ka2.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と 2 月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は 1月より 2月が多ければ「増加」、1月より 2月が少なければ「減少」 

   1月と 2 月が同額の場合は「同じ」と表示する 

（５）「1 月」「2 月」「合計」の「全支店の合計」と「全支店の平均」を表示する 

 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 

 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ファイル名：ka2.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

 
   売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

   2  神楽支店           80       100       180      増加 

   3  神楽岡支店         100       140       240      増加 

   4  春光支店           60        60       120      増加 

   5  永山支店           75        70       145      減少 

   6  末広支店           80        90       170      増加 

   7  東光支店           90        90       180      同じ 

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

      合計               685       740     1,425 

      平均                85        92       178 

 

前の課題に追加

する処理 
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実習課題５ 売上一覧表（最大値・最小値） 

支店ごとの 2 カ月分の売上データを読み、1 月と 2 月の合計を求め、実行結果のように表示す

る。データが終わったら月ごとの合計と平均と、1 月と 2 月の合計の最高額と最低額を表示す

る。（実習課題４に追加） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 
 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

３ 処理条件 

（１）売上データ（ka2.csv）を読み込んで変数に記憶する 

（２）1月と 2 月の売上から合計を計算し、売上一覧表を表示する 

（３）データにエラーはないものとする 

（４）「判定」は 1月より 2月が多ければ「増加」、1月より 2月が少なければ「減少」 

   1月と 2 月が同額の場合は「同じ」と表示する 

（５）「1月」「2月」「合計」の「全支店の合計」と「全支店の平均」を表示する 

（６）「各支店の 1 月と 2 月の合計」の最高額と最低額を求めて表示する 
 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ファイル名：ka5.csv 

番号 

× 

支店名 

××××× 

1月売上 

××× 

2月売上 

××× 

 

    売上一覧表                         作成者××× 

  No  店舗名             1月       2月      合計   判定 

   1  曙支店           100        90       190    減少 

 

              （途中省略） 

   8  忠和支店          100       100       200      同じ 

--------------------------------------------------------------------------------- 

      合計               685       740     1,425 

      平均                85        92       178 

      最高                                  240 

      最低                                   120 

前の課題に追加

する処理 
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実習課題６ スウィーツの売上集計（1次元配列への集計） 

1 月から 6 月のスィーツの売上データを読み、商品ごとの売上数量と金額を集計し、実行結果

のように表示する。 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）月・品番・売上数量が記録されたCSVファイルを読み込む 

（２）配列hinMei にはスィーツ名が、hinTan には単価が記憶されている 

（３）配列 sukei には商品ごとに売上数量を集計し、keinkei には売上金額を集計する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）配列の添字は品番に対応している 

（５）データにエラーはないものとする 

 

 

 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファイル名：ka6.csv 

月 

×× 

品番 

× 

売上数量 

××× 

 

 
  商品別売上集計表（１～６月) 

                      作成者  ××× 

  品名            数量     金額 

  チーズケーキ         146       29,200 

  抹茶ムース          164       34,440 

  ザッハトルテ         175       43,750 

  ミルフィーユ         118       27,140 

  計                   603      134,530 

  
（０） （１） （２） （３） （４） 

hinMei 
 

チーズケーキ 抹茶ムース ザッハトルテ ミルフィーユ 

 

hinTan 0 200 210 250 300 

 

sukei 
     

 

kinkei 
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実習課題７ 北海道のお土産の売上集計（線形探索と1次元配列への集計） 

通販サイトの北海道土産の売上データを読み、商品ごとの売上数量と金額を集計し、実行結果

のように表示する。 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）月・品番・売上数量が記録されたCSVファイルを読み込む 

（２）配列hinBan に商品コード、hinMei に商品名、hinTan には単価が記憶されている 

（３）配列 skei は商品ごとに売上数量を集計し、keinkei は商品ごと売上金額を集計する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）割合は、次の式で求める   商品ごとの金額計×１００÷金額の総合計 

（５）貢献度は、割合が 40%以上ならA、20%以上ならB、それ以外はCとする 

 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファイル名：ka7.csv 

月 

×× 

商品コード 

××× 

売上数量 

××× 

 

 
  北海道のお土産通販 売上集計 

                                 作成者  ××× 

 品名            数量    金額     割合   貢献度 

白い恋人           363    552,486    40.0       A 

マルセイバターサンド         207    269,100    19.0       C 

じゃがポックル            427    377,895    27.0       B 

バターケーキ             247   165,490    12.0       C 

計                         1,244       1,364,971 

  
（０） （１） （２） （３） （４）  

hinBan 0 101 115 208 255 

   
 

hinMei 
 

チーズケーキ 抹茶ムース ザッハトルテ ミルフィーユ  

 

Tan 0 200 210 250 300 
             （０）    （１）     （２）      （３）      （４）     

skei 
     

 

kkei 
                    

 

 

 

     はじめ 

 
 

    配列に 

   データを記憶 

 
 

     ループ1 

   データがある間 
   

    データを読んで 

    ban  su に記憶 
 
 

    １→n 
  

  

    ループ２  

    hinBan[n] ! = banの間 

 

       n + 1 → n 

  

    ループ 

 
 

    skei[n] + su 

   → skei[n] 

 

  skei[0] + su 

    → skei[0] 

 
 

    kkei[n]+Tan[n] 

     *su →kkei[n] 

 

    kkei[0]+Tan[n] 

     *su → kkei[n] 

 

    ループ1 

 

 

      A 

 

 

 

 

       A 

 
 

     大見出し 

 

 
 

     中見出し 

 

 

      小見出し 
 
 

     ループ3 

     Pは１から１づつ増やし 

     ＞＝4までの間 

 

      kkei[p]*100 /  

         kkei[0]  →wari 

 

 

           wari>=40            no 

 

                                 

          yes                       wari>=20          no 
 

                                         yes 

 

        "A" → kouken             "B" → kouken          "C" → kouken 

   

 

         明細を表示 

            hinMei[p]  skei[p] kkei[p]  wari  kouken 

 

     ループ3 

 

 

      skei[0],kkei[0] 

            の表示 

 

     おわり 
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実習課題８ 宿泊施設別の客数一覧（線形探索と1次元配列への集計） 

宿泊施設 グループの lか月間の来客データを読み、施設別来客数一覧をディスプレイに表示す

る（第 53回 2 級 流れ図の問題より） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）配列 cod に施設コードを, 配列Mei に施設名を記憶する。なお、各配列は添字で対応している。 

 

 

 

 

 

 

入力データを読み、次の処理を行う。 

（２）施設コードをもとに配列 codを探索し、配列 Hkei に曰帰り客数を、配列Skei に宿泊客数を集計する。 

（３）Skei(0)は曰帰り客数と宿泊客数の総計用に利用する。また、Hkei、Skeiは cod と添字で対応している。 

 

 

 

 

 

 

（４）入力データが終了したら, 次の処理を行う。 

   ①各施設の宿泊割合(%) を次の計算式で求める。 

    利用客数計 ＝ 日帰り客総計 ＋ 宿泊客数計 

    宿泊割合(%) ＝ 宿拍客総計 × 100 ÷ 利用客総計 

 

   ②施設名から備考までを実行結果のように表示する。 

    なお、備考は、宿'泊割合(%)が 60%以上の場合◎を、40％以上 60％未満の場合〇を 

    40%未満の場合△を表示する。 

 

（５）最後に, 総計を実行結果のように表示する。 

（６）データにエラーはないものとする。 

 

 

 
 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファイル名：ka8.csv 

施設コ 一ド 

×× 

日帰り客数 

××× 

宿泊客数 

××× 

 

 
施設別来客数一覧 

施設名       曰帰り客数計  宿泊客数計  宿泊割合(%)   備考 

朝曰ホテル      ××××    ××××  ××.×     ○ 

旅人の旅館      ××××    ××××  ××.×     ◎ 
 

            ～（途中省略）～ 

安らぎ旅館      ××××    ××××  ××.×     △ 

--------------------------------------------------------------------- 

総計         ××××    ××××   

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

code 
 

      
      

 

mei 朝曰ホテル      安らぎ旅館 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

hkei 
 

      
      

 

skei 
 

      

 



[10] 

実習課題９ 最高気温と最低気温（メソッド） 

日付と気温を入力し最大最小の日と温度差を表示する。 

 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）キーボードから日付と気温を入力する。 

（２）日付に９９９が入力されるまで繰り返す。 

（３）処理が終わったら最高・最低気温の日付と平均との差を表示して処理を終わる。 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 流れ図 

 

  ☆メソッド 

     sai（）                         main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      hyouji（）          keisan（） 

 

 

                     

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

日付 

×× 

気温 

×× 

 

日付を入力してください終わりは999 

1 

気温を入力してください 

21 

（省略） 

最大の日は1 で気温は21 平均差 3 

最小の日は2 で気温は16 平均差-2 
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実習課題10 年別・国別 輸出集計（判定・集計・インスタンス化） 

ある筆記具の輸出データを読み, 集計結果を表示する 

（第 58回 2級） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

輸出データ（ファイル名：ka10.csv) 

年 

 

月 輸出相手国コード 輸出量(百万本) 輸出金額(百万円) 

 

 

２ 実行結果（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 
 

（１）輸出データは，2013 年～2017 年まで毎月すべての輸出相手国分のデータが記録されている。 

   なお，輸出相手国コードは 1 (A 国）~7 （その他）の 7種類である。  

（２）年ごとの輸出情報を管理するYusyutu クラスをインスタンス化し，配列 ys に記憶する。なお，ysの 

   添字は年をもとに求める。 

 

   配列  

ys (0) (1) (2) (3) (4) (5) 
                    2013 年     2014 年       2015 年      2016年     2017年  

 

（３）配列mei に輸出相手国名を記憶する。なお，mei の添字は輸出相手国コードと対応している。  
 

     配列 

mei 
(0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) 

 A 国 B 国 C 国 D 国 E 国 F国 その他 

 

（４）輸出データを読み，次の処理を行う。  

配列 ryo に輸出量（百万本）を，配列kin に輸出金額（百万円）を集計する。なお，ryo (の，kin(0）

には合計を求める。 また，ryo, kin の添字は輸出相手国コードと対応している。  
 

     配列  

ryo (0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) 
            （合計） 

kin  (0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) 
           （合計） 

 

（５）データを読み終えたあと，キーボードから年が入力されたら，次の処理を行う。  

 

①輸出相手国ごとに割合（%）と輸出単価（円）を次の計算式で求め，集計結果をディスプレイに表 

 示する。 なお，判定は輸出単価（円）が 50以上の場合は◎を表示する。  

 

割合（%) ＝ 輸出金額計 × 100 ＋ 輸出金額計の合計  

輸出単価（円） ＝輸出金額計 ＋ 輸出量計  

 

②輸出量計と輸出金額計の合計を，ディスプレイに表示する。  

 

（６）キーボードから 0が入力されたら処理を終了する。  

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

  

年 [2013～2017] を入カしてく ださい =>2016 

2016 年 

輸出相手国名    輸出量計   輸出金額計   割合(%)   輸出単価(円)   判定 

A 国        xxx             xx,xxx       xx.x               xx       ◎ 

B 国        xxx             xx,xxx       xx.x               xx        

 
F 国        xxx             xx,xxx       xx.x               xx       ◎ 

合計            xxx,xxx            xxx,xxx 

 
年 [2013～2017] を入カしてく ださい =>2015 
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６ 流れ図 

  Yusyutu クラス                  

    output                              syukei 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ka10 クラス 

           main 
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実習課題11 スーパーマーケットの売上集計（集計・インスタンス化） 

あるスーパーマーケットの一週間分の売上データを読み,集計結果をディスプレイに表示する 

（第 54回 2級改訂） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２ 実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）支店コードは１~５の５種類である。 

（２）配列 tenmei に支店名を記憶する。なお, tenmei の添字は支店コードと対応している 

 

 

 

（３）支店を管理するSiten クラスをインスタンス化し、配列 stに記憶する。なお、st の添字は 

   支店コードと対応している 

 

 

 

（４）配列ucに売場コードを、 配列umに売場名を記憶する。なお, 各配列は添字で対応している 

 

 

 

 

 

（５）入力データを読み, 次の処理を行う。 

   売場コードをもとに配列 UC を探索し, 配列 Syu に売上金額を集計する。 

   なおSyu は uc と添字で対応している 

 

 

 

（６）データを読み終えたあと, 次の処理を行う。 

   キーボードから支店コードが入力されたら、一日の平均金額を次の計算式で求め, 実行結果のように表示 

   する   

       ー曰の平均金頬 = 売上金頬計 ÷ 7 

 

（７）総計を実行結果のように表示する。 

（８）キーボー ドから０が入力されたら処理を終了する。 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

６ 流れ図    Siten クラス                                         ka11 クラス 

   Syukei(ucode,ukin)            Hyoji()                             main  

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファイル名：ka11.csv 

日付 

×××× 

支店コード 

× 

売り場コード 

××× 

売上金額 

×××××× 

 

 
支店コー ドを入力して< ださ い=>2 

東支店 

(売場名) (売上金額計) (一日 の平均金額) 

青果    xxx,xxx     xxx,xxx 

精肉    xxx,xxx     xxx,xxx 
 

・・・・（途中省略）・・・・・ 
 

惣菜    xxx,xxx     xxx,xxx 

バ ン    xxx,xxx     xxx,xxx 

総計   x,xxx,xxx 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） 

tenmei 
 

中央支店 東支店 西支店 南支店 北支店 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） 

uc 901 902 
 

    501 601 
 

um 青果 精肉 衣料 雑貨 音楽 本 スポーツ 惣菜 パン 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） 

st 
     

 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８） 

Syu 
   

    
  

 

支店コー ドを入力して< ださ い=>1 

中央支店 

(売場名) (売上金額計) (一日 の平均金額) 

青果    xxx,xxx     xxx,xxx 

精肉    xxx,xxx     xxx,xxx 
 

・・・・（途中省略）・・・・・ 
 

惣菜    xxx,xxx     xxx,xxx 

バ ン    xxx,xxx     xxx,xxx 

総計   x,xxx,xxx 
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実習課題12 絵画コンクール審査集計（線形探索・インスタンス化） 

絵画品評会の評価データを読み,集計結果をディスプレイに表示する 

（第 55回 2級） 

検印 

 

１ 入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 処理条件 

（１）評価コードは, 1(デザイ ン) ～5 (バランス) の 5 種類である。 

（２）配列 sban に作品番号を, 配列 smei に作品名を記憶する。 なお, 各配列は添字で対応している 

 

 

 

 

 

（３）作品を管理する Sakuhin クラスをインスタンス化し、 配列 Sh に記憶する。 

    なお、Sh は配列Sban と添字で対応している 

 

 

 

（４）配列 hmei に評価基準名を記憶する。なお、 hmei の添字は評価コ ードと対応している。 

 

 

 
 

（５）入力データを読み, 次の処理を行う 。 

   作品番号をもとに配列 sbanを探索し, 配列hkei に評価点数を集計する。なお、hkeiの添字は評価コ 

   ードと対応している。また、hkei(0) は合計用に利用する。 

 

 

 

（６）データを読み終え たあと、次の処理を行う。 

①キ一ボードから作品番号が入力されたら、配列Sban を探索し、作品名を実行結果のように表示する。 

②評価点数計の割合(%)を次の計算式で求め, 集計結果を実行結果のように表示す る。 

  評価点数計の割合〈%) = ′評価点数計 × 100 ÷ `評価点数の合計 

③最高評価基準名 と評価点数計を実行結果のように表示する。 

④キー ボー ドから 0 が入力された ら処理を終丁する。 

４ 出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 
 

６ 流れ図 

    Ka12クラス                    Sakuhinクラス 

                                                   

                            syukei(code,ten)     output() 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ファイル名：ka12.csv 

作品番号 

××× 

評価コード 

× 

評価点数 

×× 

 

 
作品番号を入カしてください=>201 

山と少年 

評価基準名  評価点数計  評価点数計の割合(%) 

デザイ ン    ×××        ××.× 

技法       ×××        ××.× 

独創性       ×××        ××.× 

配色         ×××        ××.× 

バラ ンス    ×××        ××.× 

最高評価基準名と評価点数計 ：デザイン 137 

 

作品番号を入カしてくださ い=>0 

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

sban 
     

  

 
 

smei 
     

  

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） 

hmei 
   

   

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） （６） 

sh 
     

  

 

  
（０） （１） （２） （３） （４） （５） 

hkei 
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実習課題13 フラワーショップの販売データ集計（判定・集計・インスタンス化） 

フラワーショップの販売データを読み，集計結果を表ボする 

（第 56回 2級） 

検印 

 

１ 入力データ                ２ 実行結果（例） 

販売データ（ファイル名：ka13. csv) 

日付 店舗コード 注文コード 数量 単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）第 1図の店舗コードは，1(オンラインショップ）~3 (大阪店）である 0 

（２）第 1図の注文コードは，次の例のように構成されている。分類コードは，1(アレンジ）~5 (その他）の  

   5種類である。 
 

例1 3 4 8 →1            348 

                ↑            ↑  

           分類コード      商品コード 

 

（３）店舗情報を管理するTenpo クラスをインスタンス化し，配列 tp に記憶する。なお，tpの添字は店舗  

   コードと対応している。 

      

tp 
(0) (1) (2) ⑶ 

 オンラインショップ 東京店 大阪店 

     

（４）配列 bunMei に分類名を記憶する。なお，bunMei の添字は分類コードと対応している。 

 

bunMei 
(0) (1) (2) ⑶ (4) (5) 

 アレンジ ブライダル ブリザープド 花束 その他 

 

（５）第 1図の販売データを読み，次の処理を行う。 

   ①金額を次の計算式で求め，配列kin に集計する。なお，kin の添字は分類コードと対応している。 

 

     金額 = 数量 × 単価 

 

kin  
(0) (1) (2) ⑶ (4) (5) 

      

 

   ②配列SU に数量を集計する。なお，SU の添字は分類コードと対応している。 

su 
(0) (1) (2) ⑶ (4) (5) 

      

 

 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

５ 変数 
 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

Tenpo クラス                               ka13 クラス 

         hyoji                                         keisan                   main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店舗コードを入力してください=>1 

オンラインショップ 

(分類名）  (金額合計） （数量合計） (平均単価） (判定） 

アレンジ 327,200 60 5,453 〇 

ブライダル 324, 000 68 4,764  

プリザープド 266,400 43 6,195 ◎ 

花束 184, 600 44 4,195  

その他 317,400 107 2,966  

 

店舗コードを入力してください=>3 

大阪店 
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実習課題14 情報機器整備データの集計（線形探索・集計・インスタンス化） 

ある都道府県における学枚ごとの情報機器に関する整備台数データを読み、集計結果を表示す

る。（第 57回 2 級） 

検印 

 

１．入力データ                 ２．実行結果 

 整備台数データ（ファイル名：ka14.csv） 

校種コード 学校コード 機器コード 台数 

 

 

 

 

 

 
 
 

３．処理条件 

（１）第 1の校種コードは、1(小学校)～３(高等学校)である。 

（２）校種情報を管理するSchoolクラスをインスタンス化し、配列 sh に記憶する。 

   なお、校種コード、枚種名、学校数数、児童生徒数は次の表のとおりである。 

   また、sh の添字は校種コードと対応している。 
 

 
 

                      (0)                 (1)                 (2)                (3) 

sh     

                    小学校      中学校      高等学校 
 

   配列 kc に機器コードを, 配列 km に機器名を, 配列 ms に目標整備台数を記憶する。 

   なお, kc, km,ms の添字は対応 している 
 

                      (0)                 (1)                 ～                (10) 

kc  510 ～ 401 
     

                      (0)                 (1)                 ～                (10) 

km  コンピュータ ～ 電子黒板 
     

                      (0)                 (1)                 ～                 (10) 

ms  40 ～ 1 

      

（３）整備台数データを読み、次の処理を行う。 

   機器コ一ドをもとに配列kcを探索し, 配列 daisu に台数を集計する。なお, daisu の添字はkc の添字  

   と対応している 

                  (0)                 (1)                 ～                 (10) 

daisu   ～  

 

（４）データを読み終えたあと、キーボードから校種コードが入力されたら、次の処理を行う。 
 

  ①機器ごとの平均台数を次の計算式で求め、実行結果のようにディスプレイに表示する。なお、備考は、    

   平均台数が目標整備台数以上の場合は〇を表示する。 
  

      平均台数 = 台数計 ÷ 学枚数 
 

  ②コンピュ一タ 1台あたりの児童生徒数を次の計算式で求め、実行結果のようにディスプレイに表示 

   する。 

      コンビュータ1台あたりの児童生徒数=児童生徒数 ÷ コンビュータの台数計 

 

（５）キーボードから０が入力されたら処理を終了する。 

４出力設計 

（          ） 

                                   
（          ） 

                                   
（          ） 

                                   
（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

 

 
 

６ 流れ図     Schoolクラス                    ka14クラス 

   daiSyukei          output                    main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種コー ドを入力してく ださい =>l 

小学梗 【××校 ×××人】 

機器名       台数計  平均台数  目標整備台数  備考 

コ ンピュータ     ××   ××     ××  ○ 

ディ ジタルカメラ   ××   ××     ××  ○ 

 
タブレ ッ ト       ××  ××       ××   

電子黒板         ××  ××      ××   

コンピュータ1台あたりの児童生徒数：×人 
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実習課題15 通勤方法の集計（判定・集計・インスタンス化） 

ある会社の通勤方法データを読み，集計した結果をディスプレイに表示する 

（第 53回 2級） 

検印 

 

１ 入力データ                ２ 実行結果（例） 

通勤方法データ（ファイル名：ka18. csv)  

部署コード 

 

性別 通勤方法 通勤時間(分） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 処理条件 

（１）第 1 図の通勤方法データは，全社員のおもな通勤方法が記録されている。 

   なお，性別は 0 が男，1 が女，通勤方法は 1(自動車）~5 (その他）の 5種類である。 

（２）部署を管理するBusyo クラスをインスタンス化し，配列 bu に記憶する。 

   なお，部署コードは1 が総務部，2 が営業部， 3 が経理部であり，buの添字と対応している。 

 
  配列          総務部   営業部   経理部 

bu 
(0) (1) (2) (3) 

    

     

（３）通勤方法データを読み，次の処理を行う。 
 

①男女ごとに通勤方法別人数を配列 syu に集計する。なお syu(0)には人数合計を集計する 
 

  配列 

syu  
(0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) 

           
    (人数合計）（自動車）（電車） （バス） （自転車）（その他）（自動車） （電車） （バス）（自転車）（その他） 

 
                                     男                                         女 
 

  ②部署ごとに最大通勤時間（分）を求める。なお，最大通勤時間（分）は同じ時間があった場合，先に 

   入力されたデータを優先する。 
 

（４）データを読み終えたあと，次の処理を行う。 

①キーボードから一覧表示したい部署コードを入力すると，実行結果のように集計結果を表示する。 

②人数合計と最大通勤時間（分）を実行結果のように表示する。 

③キーボードから－1 が入力されたら処理を終了する。 
 

４出力設計 
（          ） 

                                   
（          ） 

                                   
（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図      Bushoクラス                     ka15 クラス 

          syukei                                hyoji                          main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一覧表示したい部署コードを入力＝>1 

 

総務部 

（通勤方法別人数） 

   （自動車）（電車）（バス）（自転車）（その他） 

（男）  9 11    12     18    12 

（女）  13 14     9      8    14 

人数合計：120 最大通勤時間（分）:103 

 

一覧表示したい部署コードを入力＝>2  

営業部 
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実習課題16 支店別売上集計（コントローブブレイク） 

入力データを読み支店コードごとに集計する。 

 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）入力データはすべて一旦、配列に記憶する。 

   支店コードは配列nsiten に、数量は配列nsu に記憶する。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入力データは、支店コードの昇順に記録されており、15件以内とする 

（３）支店コードが変わるごとの小計を表示し、最後にすべての支店の合計を表示する 

（４）支店コードに９が読み込まれたら処理を終了する 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 
 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ファイル名：ka16.csv 

支店コード 

× 

商品コード 

××× 

数量 

×× 

 

支店別売上集計表 

   作成者  ××× 

支店コード     数量 

   1              9 

   1              5 

   1              6 

小計             20   

   （途中省略） 

   4             10 

   4              7 

小計             17 

合計             77 

  
（０） （１） （２） ～ （１５） 

nsiten 
 

    
    

 

nsu 
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実習課題17 クラスごとの図書貸出数集計（二次元配列） 

2 年生の 6 カ月分の図書館の貸し出しデータを読み、クラスごとの月別貸出数一覧をディスプ

レイに表示する。 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）クラスコードは、2年 1組が０、2 年 1組が１、2年 3組が２、2年 4組が３、2年 5組が４ 

   2年 6組が５である。 

 

（２）入力データを読み、月ごとの貸出数を配列 Rui 集計する。 

   なお、 Rui の行方向の添字は月と、列方向の添字は クラスコードと対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka17.csv 

月 

×× 

日 

×× 

クラスコード 

×× 

生徒コード 

×××× 

本コード 

××× 

 

 

クラスごとの貸出数一覧 

 ２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５ ２－６ 

1 月 ×× ×× ×× ×× ×× ×× 

 

 

      

6 月 ×× ×× ×× ×× ×× ×× 

累計 ××× ××× ××× ××× ××× ××× 

 

 

 
 （０） （１） （２） ～ （５）  

Rui （０） 
 

    累計読書数 

 
（１） 

 
    1月読書数 

 
（２） 

 
    2月読書数 

 
 

  
    

 

 
（5） 

 
    5月読書数 

 
（6） 

 
    6月読書数 

                   2年1組  2年2組  2年3組     ～      2年6組 
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実習課題18 ご当地グルメグランプリ審査集計（二分探索） 

ご当地グルメグランプリの審査データを読み、審査結果一覧をディスプレイに表示する。 

 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）配列 ban にメニューコードを昇順に記憶し、配列meiに商品名を記憶する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入力データを読み、メニューコードをもとに配列 ban を探索し、メニューと審査項目ごとを得点を 

   配列 sinsa に集計す る。なお、 sinsa の行方向の添字は ban とmei の添字と対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 

 

 
 

 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka18.csv 

審査区分 

×× 

メニューコード 

×× 

得点 

×× 

 

 

新・ご当地グルメグランプリ北海道 

 人気 味 満足度 総合得点 

美瑛カレーうどん ×× ×× ×× ×× 

 

 

    

白糠タコつぶステーキ丼 ×× ×× ×× ×× 

     

 

 

 
 （０） （１） （２） （３）  

sinsa （０） 
 

   美瑛カレーうどん 

 
（１） 

 
   富良野オムカレー 

 
（２） 

 
    

 
 

  
    

 
（8） 

 
   苫小牧ホッキやきそば 

 
（9） 

 
   白糠タコつぶステーキ丼 

                  総合得点   人気     味   満足度 

 

 (0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 

ban 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 

           

mei 美瑛カレー

うどん 

富良野オム

カレー 

南富良野エ

ゾカツカレ

ー 

十勝芽室コ

ーン炒飯 

オホーツク

干貝柱塩ラ

ーメン 

大樹チーズ

サーモン丼 

ちっぷべつ

緑のナポリ

タン 

オホーツク

清里虹色う

どん 

苫小牧ホッ

キやきそば 

白糠タコつ

ぶステーキ

丼 
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実習課題19 ご当地グルメグランプリ審査集計（順位付け） 

ご当地グルメグランプリの審査データを読み、メニューごとの順位を追加して、ディスプレイ

に表示する。（実習課題 21に追加） 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３処理条件 

（１）配列 ban にメニューコードを昇順に記憶し、配列meiに商品名を記憶する。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）入力データを読み、メニューコードをもとに配列 ban を探索し、メニューと審査項目ごとを得点を 

   配列 sinsa に集計す る。なお、 sinsa の行方向の添字は ban とmei の添字と対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）総合得点の高い順に順位を配列 jun に記憶する。なお jun の添字はmei、ban の添字と対応している。 

 

 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 
 

６ 流れ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka18.csv 

審査区分 

×× 

メニューコード 

×× 

得点 

×× 

 

 

新・ご当地グルメグランプリ北海道 

 人気 味 満足度 総合得点 順位 

美瑛カレーうどん ×× ×× ×× ×× × 

 

 

     

白糠タコつぶステーキ丼 ×× ×× ×× ×× × 

      

 

 

 (0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 

ban 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 

           

mei 美瑛カレー

うどん 

富良野オム

カレー 

南富良野エ

ゾカツカレ

ー 

十勝芽室コ

ーン炒飯 

オホーツク

干貝柱塩ラ

ーメン 

大樹チーズ

サーモン丼 

ちっぷべつ

緑のナポリ

タン 

オホーツク

清里虹色う

どん 

苫小牧ホッ

キやきそば 

白糠タコつ

ぶステーキ

丼 

 

 
 （０） （１） （２） （３）  

sinsa （０） 
 

   美瑛カレーうどん 

 
（１） 

 
   富良野オムカレー 

 
（２） 

 
    

 
 

  
    

 
（8） 

 
   苫小牧ホッキやきそば 

 
（9） 

 
   白糠タコつぶステーキ丼 

                  総合得点   人気     味   満足度 

 

(0) (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 

                    

 

前の課題に追加

する処理 
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実習課題20 販売部の売上データの並び替え（バブルソート） 

販売部の売上高データを読み、実行結果のように売上高の降順に並び変えてディスプレイに表

示する 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）配列 ban に販売部コードを昇順に記憶し、配列Hmei に販売部名を記憶する。 

 

 

 

 

 

（２）入力データを読み、配列Codeと配列Uri に記憶する。 

 

 

 

 

 

（３）配列Code とUri を売上額の降順に並び変える（バブルソート）。 

（４）並び替え済みの配列Code とUri を販売部名とともに実行結果のように表示する。 

（５）販売部名は配列Code の値をもとに配列Hban を線形探索し、対応するHmei を表示する。 

（６）並び替えは sort メソッドで、表示は outprint メソッドで実行する。 

（７）ソート前とソート後を「-------------------------」で区切って表示する。 

 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 

 

６ 流れ図 

      

 

                          print()                      sort（） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

                                            print(str) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka20.csv 

販売部コード 

××× 

売上高 

×× 

 

売上一覧（部名順） 

コード  販売部名    売 上 高 

101    第1販売部        628 

503    第5販売部        621 

211    第2販売部        391 

304    第3販売部        994 

410    第4販売部        556 

---------------------------------------------------------------- 
 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Hban 101 211 304 410 503 

      
Hmei 第1販売部 第2販売部 第3販売部 第4販売部 第5販売部 

 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Code 
     

      
Uri 

     
 

売上一覧（売上高順） 

コード  販売部名    売 上 高 

304    第3販売部        994 

101    第1販売部        628 

503    第5販売部        621 

410    第4販売部        556 

211    第2販売部        391 
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実習課題21 全国のラーメン店舗数データの並び替え（セレクトソート） 

都道府県のラーメン店店舗数データを読み、実行結果のように店舗数の降順に並び変えてディ

スプレイに表示する 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）配列 Tban に都道府県コードを昇順に記憶し、配列Tmei に販売部名を記憶する。 

 

 

 

 

 

（２）入力データを読み、配列Codeと配列Tsu に記憶する。 

 

 

 

 

 

（３）配列Code とTsuを売上額の降順に並び変える（セレクトソート）。 

（４）並び替え済みの配列Code とTsu を都道府県名とともに実行結果のように表示する。 

（５）都道府県名は配列Code の値をもとに配列Tban を線形探索し、対応するTmei を表示する。 

（６）並び替えは sort メソッドで、表示は outprint メソッドで実行する。 

（７）ソート前とソート後を「-------------------------」で区切って表示する。 
 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 
 

 

６ 流れ図 

   

                       print()                      sort（） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        print(str) 

 

                                             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka21.csv 

都道府県コード 

×× 

店舗数 

×××× 

 

都道府県コード順 

ラーメン店ランキング 

コード 都道府県名     店舗数 

42    神奈川県        1,693 

20    福岡県         1,770 

28    東京都         3,796 

30    千葉県         1,561 

 8    北海道         2,209 

--------------------------------------------------------- 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Tban ８ ２０ ２８ ３０ ４２ 

      
Tmei 北海道 福岡県 東京都 千葉県 神奈川県 

 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Code 
     

      
Tsu 

     
 

店舗数順 

ラーメン店ランキング 

コード 都道府県名     店舗数 

28    東京都         3,796 

 8    北海道         2,209 

20    福岡県         1,770 

42    神奈川県        1,693 

30    千葉県         1,561 
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実習課題22 オリンピック男子100ｍ決勝データの並び替え（インサートソート） 

オリンピックの記録データを読み、実行結果のように記録の昇順に並び変えてディスプレイに

表示する 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３処理条件 

（１）配列Sban に選手番号を昇順に記憶し、配列Smei に選手名、配列Kmei に国名を記憶する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入力データを読み、配列Codeと配列Kiroku に記憶する。 

 

 

 

 

 

（３）配列Code とKiroku を記録の昇順に並び変える（インサートソート）。 

（４）並び替え済みの配列Code とKiroku を選手名・国名とともに実行結果のように表示する。 

（５）選手名・国名は配列Code の値をもとに配列Sban/を線形探索し、対応するSmei とKmei を表示する。 

（６）並び替えは sort メソッドで、表示は outprint メソッドで実行する。 

（７）ソート前とソート後を「-------------------------」で区切って表示する。 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 

 

６ 流れ図 

   

                       outprint()                      sort（） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        outprint(str) 

 

                                             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka22.csv 

選手コード 

×× 

記録 

××.×× 

 

選手番号順 

リオオリンピック100ｍ決勝 

コード 選手名          国名        記録 

 1    アンドレ・デグラッセ    カナダ       9.91 

 8    アカニ・シンビネ      南アフリカ     9.94 

11    ウサイン・ボルト      ジャマイカ     9.81 

16    ヨハン・ブレーク      ジャマイカ     9.93 

20    ジャスティン・ガトリン   アメリカ      9.89 

-------------------------------------------------------- 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Sban １ ８ １１ １６ ２０ 

      

Smei 
アンドレ・デ

グラッセ  

アカニ・シン

ビネ 

ウサイン・ボ

ルト 

ヨハン・ブレ

ーク 

ジャスティ

ン・ガトリン 

      
Kmei カナダ 南アフリカ ジャマイカ ジャマイカ アメリカ 

 

 
(0) (1) (2) (3) (4) 

Code 
     

      
Kiroku 

     
 

タイム順 

リオオリンピック100ｍ決勝 

コード 選手名          国名        記録 

11    ウサイン・ボルト      ジャマイカ     9.81 

20    ジャスティン・ガトリン   アメリカ      9.89 

 1    アンドレ・デグラッセ    カナダ       9.91 

16    ヨハン・ブレーク      ジャマイカ     9.93 

 8    アカニ・シンビネ      南アフリカ     9.94 
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実習課題23 店舗ごとのスイーツの売上集計（順位付け・インスタンス化） 

売上デ一タを読み、指定した店舗の商品別集計結果を表示する。 

（52回 1級） 

検印 

 

１入力データ 

 

 

 

 

２実行結果 

 
 

３．処理条件 

（１）店舗は１０店舗あり,配列name に店舗名を記録する。 なお、店舗コードは１～１０であり、name の 

   添字と対応している。 

 
 

（２）店舗情報を管理する ShopInfo クラスをインスタンス化し、配列shop に記憶する。なお、配列name,  

   Shop は添字で対応 してい る。 

 
 

（３）スイーツは6種類あり, 配列 SweetsName にスイーツ名, 配列sweetsPricee に単価を記憶する。   

   なお,スイーツコードは l～6であり SweetsName, SweetsPrice, 配列SweetsTotal, 配列Total, 配 

   列Rank の添字と 対応している。また, SweetsName, SweetsPrice, SweetsTotalは static で定義 

   されている。 

 
 

 

 

（４）売上データを読み, 次の処理を行う。 

・ スイ一ツコードをもとに、数量と単価から売上金額を求め, 店舎甫別に配列Totalに集計する。  

 なお, 配列SweetsTotalに合計を求める。 

・ 販売種別は 1 (通常販売) または, 2 (地方発送) であり, 販売種別が 2 の場合, 地方発送件数を集計す

る。 

5 . データを読み終えたあと,配列 rank を利用し店舗別に売上金額計の降順に順位をつける。 

6. キーボードから店舗コードを入力すると, 該当の店舗名と各スイーツ名, 売上金額計, 順位, 平均との差を

ディスプレイに表示する。 なお, 売上金額合計, 地方発送件数を表示する。 

7. キーボー ドから 0 が入力されたら処理を終了する。 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

５ 変数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ファイル名：ka23.csv 

店舗コード 

×× 

売上番号 

× 

スィーツコード 数量 販売種別 
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６ 流れ図 

   

 ShopInfoクラス 

 ☆フィールド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆メソッド 

      salesTotal（sweetsCode,quantitiy,kind）        ranking() 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         outName()                    outDetail( j )                outTotal() 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 Ka23 クラス 

  

 main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
(0) (1) (2) ～ (30) 

sweetsName 
     

      

sweetsPrice 
     

      
sweetsTotal 

     
      

total 
     

      

rank 
     

 

name 
 

 

shopTotal 
 

 

localShipment 
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実習課題24 体育祭のポイント集計（バブルソート・順位付け・インスタンス化） 

体育祭のポイントデータを読み,指定した競技のクラス別集計結果を表示する 

（53回 1級） 

検印 

 

１入力データ（ka24.csv） 

 
 

２実行結果 

 
 

３．処理条件 

（１）配列nameに種目名を記憶する。なお、 種目コードは１～７であり、name の添字と対応している。  

   また, name（8）は、総合ポイントを記憶する。 

 
 

（２）種目情報を管理するEventInfo クラスをインスタンス化し,配列 event に記憶する。 

   なお, event は配列 name と添字で対応している。 ま た, event〈8) は全種目のポイントを集計す 

   る ために利用する。 

 
 

（３）配列classNumber に １～６の値を記憶する。なお, 年は １～３ 組は １～６であり, classNnumber 

   の行方向の添字は年と, 列方向の添字は組と対応している。 

 
 

（４）ポイントデータを読み, 種目ごとに配列 c1assPoint にポイントを集計する。 

  なお, 種目ごとに同じ年, 組のデータが複数ある場合もある。 また, classPoint は, 配列 classNumber  

  と添字で対応している。 

 
 

 

 

（５）データをを読み終えたあと,キーボードからコード（１～８）を入力すると、 配列 classNumber,  

   classPoint を年ごとにポイントの降順に並べ替え, 配列 ranking を利用して順位をつけて実行結果 

   のようにディスプレイ に表示する。なお, ポイントが同 じ場合, 同順位として組の昇順に表示する。 

 
 

（６）キーボー ドから 0 が入力されたら処理を終了する。 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

 

 

５ 変数 
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６ 流れ図 

   

 EventInfoクラス 

 ☆フィールド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆メソッド 

     addPoint ( i , j , point )      printPoint（） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     getFlag( ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 sort( )                     ka24クラス 

                          main 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

classNumber (0) (1) (2) (3) 

（１） 
    

  ～ 
    

（４） 
    

     
classPoint (0) (1) (2) (3) 

（１） 
    

  ～ 
    

（７） 
    

 

name 
 

 

sortFlag 
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実習課題25 点数の入力と表示（セレクトソート・オーバーライド・継承） 

写真撮影スタジオ会社の 1 か月分の営業データを読み，指定したスタジオの撮影メニュー別集

計結果を表示する（第 55回 1級） 

検印 

 

１ 入カデータ 

  営業データ（ファイル名：ka25. csv) 

日付 スタジオコード 撮影メニューコード 申込種別 

 

２ 実行結果 

スタジオコー ド(l～5)を入力して下さい=>5 

表参道店(特) 

撮影メ ニュ 一名    撮影料金計     店頭申込件数   web申込件数 

××          ×,×××,×××    ×××      ××× 

 
合計         ××,×××,×××    ×××        ××× 

 
 

３ 処理条件 

（１）配列 sName にスタジオ名を記憶する。なお，スタジオコードは 1〜5であり，sName の添字と対応し 

   ている。 

                      (0)             (1)              ⑵            (3)              (4)             (5) 

sName  新宿本店 吉祥寺店 六本木店 丸の内店 表参道店 

         

（２）配列 spFeeに特殊撮影料金を記憶する。なお，特殊撮影料金が 0の場合は一般スタジオを，0以外の 

   場合は特殊撮影スタジオを表す。また，spFee と配列 sName の添字は対応している。 

 
                        (0)             (1)              ⑵            (3)              (4)              (5) 

spFee  50000 0 0 0 30000 

 

（３）特殊撮影料金が 0の場合は一般スタジオを管理するStudioクラスを，0以外の場合は特殊撮影スタジ 

   オを管理するSpStudio クラスをインスタンス化し，配列 stに記憶する。なお，Studio クラスは 

   SpStudio クラスのスーパークラスである。また，st と配列 spFeeの添字は対応している。 

 
                       (0)             (1)              ⑵            (3)              (4)              (5) 

st       

 

（４）配列mName に撮影メニュー名を，配列mFee に撮影料金を記憶する。なお，mName(7)には合計を 

   記憶する。また，撮影メニューコードは 1〜6であり，mName，mFee の添字と対応している。 

 
                   (0)         (1)          ⑵          (3)         (4)          (5)          (6)       (7) 

mName  ひな祭り 初節句 七五三前撮 成人祝い 結婚祝い ベビー 合計 

               (0)         (1)          ⑵          (3)         (4)          (5)          (6)       

mFee  20000 20000 20000 40000 40000 40000  

 

（５）営業データを読み，次の処理を行う。 

 

   ①配列 tInfo に撮影料金計を求める。なお，tInfo(7)には合計を求める。さらに，特殊撮影スタジオの 

    場合，特殊撮影料金を加算する。また，tInfo の添字は撮影メニューコードと対応している。 

 
               (0)         (1)          ⑵          (3)         (4)          (5)          (6)       (7) 

tInfo          

     

   ②配列 clnfo に申込件数を求める。なお，7列目には合計を求める。また，第 1図の申込種別は 0が店 

    頭申込，1がWeb申込であり，clnfoの行方向の添字は申込種別と，列方向の添字は撮影メニューコ 

    ードと対応している。 

 

  cInfo  

 (0) (1) ⑵ (3) (4) (5) (6) (7)  

(0)         店頭申込件数 

(1)         Web 申込件数 

                            (合計） 

 

（６）データを読み終えたあと，キーボードからスタジオコードが入力されたら，配列mName，tInfo，cInfo  

   を撮影料金計の降順に並べ替え，実行結果のようにディスプレイに表示する。 

 

（７）キーボードから 0が入力されたら処理を終了する。 

 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

５ 変数 
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６ 流れ図 

Studioクラス                                 

getInfo (mCode)                      dataSort 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

setInfo(mCode,tFee) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

calcTotal(mCode,group) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ka25クラス 

main 

 

Description                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SpStudioクラス 

calcTotal(mCode,group) 
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実習課題26 点数の入力と表示（インサートソート・線形探索・オーバーロード） 

店舗データおよび売上データを読み，指定した処理番号の店舗別処理結果を表示する 

（第 51回 1級） 

検印 

 

１ 入カデータ 

  店舗データ（ファイル名：ka26, csv)  

売上番号 顧客コード 値引金額 店舗コード 売上金額 

  売上データ（ファイル名：selling, csv) 

店舗コード 店舗名 前月利用者数 前月売上金額 

 

２ 実行結果 

 
処理番号を入力してください。 

1:前月売上 2:今月売上 3:前月比売上 0 :終了 =>1   

(店舗コード） (店舗名） (前月利用者数） (前月売上金額）   

×× ×××× ××人 ××,×××円   

×× ×××× ××人 ××,×××円   

1:前月売上 2:今月売上 3:前月比売上 0 :終了 =>2   

(店舗コード） (店舗名） (今月利用者数） (今月売上金額） (値引金額計） (値引人数) 

×× ×××× ××人 ××,×××円 ×,×××円 ×人 

×× ×××× ××人 ××,×××円    ××円 ×人 

1:前月売上 2:今月売上 3:前月比売上 0 :終了 =>3   

 

３ 処理条件 

（１）店舗データを読み，店舗情報を管理するShoplnfo クラスをインスタンス化し，配列 shopに記憶する。 

   なお，店舗データは100 件以内である。 

                    (0)             (1)                 ～                (98)              (99) 

 shop       

 

（２）売上データを読み，次の処理を行う。 

 

  ①値引金額に 0が入力されている場合，値引きは行わない。 

  ②店舗コードをもとに配列 shop を探索し，店舗別に今月の利用者数と売上金額を集計する。なお，値引 

   きした場合は，売上金額から値引きするとともに，値引金額計と値引人数を集計する。 

  ③店舗別に，前月比の売上金額を求める。 

 

（３）データを読み終えたあと，キーボードから入力された処理番号に応じて配列shopを降順に並べ替えて， 

   実行結果のようにディスプレイに表示する。なお，処理番号は次のとおりである。 

 

   1:前月売上 2:今月売上 3:前月比売上 0:終了 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

６ 流れ図 

ShopInfoクラス 

     getCode                    getItem 

 

 

 

 

 

 

 

 

   calcTotal（sales） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

outList（number） 

  calcTotal（sales,discount）             
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Ka26 クラス 

 

    sort（number）                    main 
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実習課題27 靴量販店の販売データ集計（順位付け・インスタンス化） 

ある靴量販店の商品データと 1 か月分の販売データを読み，指定したカテゴリーの商品別集計

結果を表示する（第 58回 1 級） 

検印 

 

１ 入力データ 

  商品データ（ファイル名：product. csv）    販売データ（ファイル名：ka27. csv) 

商品コード 商品名 原価 定価  日付 商品コード 数量 割引率(%) 

  

２ 実行結果（例） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 処理条件 

（１）商品データは商品コードの昇順に記録されている。なお，商品コードは，次の例のように構成されて 

   おり，各カテゴリーの商品番号は1 からの連番で，商品の種類は 50以下である。 
 

   例129 →1            29 

        ↑             ↑ 

         カテゴリーコード  商品番号 

 

（２）配列 cNaneにカテゴリー名を記憶する。なお，カテゴリーコードは l~6であり cName の添字と対 

   応している。 

                   (0)                (1)                (2)                 ～       (6) 

cName  フォーマル スニーカー  スポーツ 
                     
 

（３）商品カテゴリー情報を管理するCategory クラスをインスタンス化し，配列 ct に記憶する。なお，Ct の 

   添字はカテゴリーコードと対応している。 

             (0)                (1)                (2)                 ～       (6) 

Ct      

                

（４）商品データを読み，配列 pName に商品名を，配列 cPrice に原価を，rPrice に定価を記憶する。なお， 

   pName, cPrice, rPrice の添字は商品番号と対応している。 

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

pName      

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

cPrice      

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

rPrice      

           

（５）販売データを読み，次の処理を行う。 

   金額を次の計算式で求め，配列 sTotal に数量を，配列 aTotal に金額を集計する。 

   なお，sTotal（０）と aTotal（０）には合計を求める。また，sTotal, aTotal の添字は商品番号と対 

   応している。 

 

    金額 ＝ 数量 × 定価 × (100 一割引率（%)) +  100 

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

sTotal       

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

aTotal      

 

 

（６）データを読み終えたあと，次の処理を行う。 
 

  ①配列 rank を利用して数量計の降順に順位をつける。配列の添字は商品番号と対応している。 

             (0)                (1)                (2)                 ～       (50) 

rank      

  

②キーボードからカテゴリーコードを入力すると，金額合計と 1位から 10位までの商品について，実行結果 

 のようにディスプレイに表示する。 

 

③金額合計から，すべての商品の数量計に原価を乗じた値を引いて利益合計を求める。 

 

④平均数量計と平均利益率を次の計算式で求め，数量計が平均数量計の 2分の 1未満，かつ利益率が平均利 

 益率未満の商品について，入替検討商品として実行結果のように表示する。 

 

  平均数量計 ＝ 数量合計 ＋ 商品数 

  平均利益率 ＝ 利益合計 × 100 ＋ 金額合計 

 

⑤キーボードからカテゴリーコードとして 9 が入力されたら処理を終了する。 

 

４出力設計 

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   

（          ） 

                                   
 

５ 変数 

 

 
 

 

 

 

  

カテゴリ 一コー ド(lヘ6)を入力してください2 

スニ一カ ー 【金額合計 ： 1, 561, 830】 

 順位  商品名      数量計  金額計  利益計  利益率 

 １   カ ジュアル〇〇   16   l29, 430  24, 230 18.7% 

 ２   軽量型〇〇      16      55 620     5 620  10.1 % 

 
  10     ス ピー ド〇〇      8      50, 920    6, 520  l2.6% 

 

入替検討商品 

46 〇〇防水加工              1       3, 800      425  11. 2% 

45 爽快〇〇                  1       7, 315      540   7. 4% 
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６ 流れ図 

Category クラス 

pInfo(pCode,pName,cPri,rPri)               ranking                            printResult 
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